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二

警
報
盤
は
、
検
知
器
か
ら
の
信
号
が
伝
達
さ
れ

た
場
合
に
、
船
橋
及
び
非
常
用
制
御
場
所
（
船
橋

に
隣
接
す
る
場
所
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。）に
お

い
て
、
可
視
可
聴
の
警
報
を
発
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

２

規
程
第
百
四
十
六
条
の
四
十
八
の
二
第
二
号
の
船

舶
に
備
え
る
検
知
器
及
び
警
報
盤
の
告
示
で
定
め
る

要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

検
知
器
は
、貨
物
倉
に
浸
水
が
生
じ
た
場
合
に
、

当
該
浸
水
の
水
面
が
当
該
貨
物
倉
の
船
尾
側
に
お

い
て
内
底
板
か
ら
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ

の
位
置
及
び
内
底
板
か
ら
上
甲
板
下
面
ま
で
の
垂

直
距
離
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
高
さ
を

超
え
な
い
高
さ
の
位
置
ま
で
達
し
た
と
き
、
警
報

盤
に
信
号
を
伝
達
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

警
報
盤
は
、
検
知
器
か
ら
の
信
号
が
伝
達
さ
れ

た
場
合
に
、
船
橋
に
お
い
て
可
視
可
聴
の
警
報
を

発
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
一
号
表
操
船
信
号
灯
の
項
中
「
光
を
急
速
に
」
を

「
閃せ

ん

光
を
急
速
に
」
に
改
め
る
。

（
船
舶
の
消
防
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改

正
）

第
五
条

船
舶
の
消
防
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
（
平

成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

三
以
上
の
主
垂
直
区
域
を
有
す
る
旅
客
船
又
は
船

の
長
さ
（
満
載
喫
水
線
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
運
輸

省
令
第
三
十
三
号
）
第
四
条
の
船
の
長
さ
を
い
う
。）

が
百
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
旅
客
船
（
第
一
種
船
等

（
限
定
近
海
船
を
除
く
。）に
限
る
。）に
配
置
す
る
送

水
管
に
あ
っ
て
は
、
火
災
に
よ
り
い
ず
れ
か
一
の
主

垂
直
区
域
が
焼
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
他
の
主

垂
直
区
域
に
お
い
て
、
三
時
間
以
上
そ
の
機
能
が
損

な
わ
れ
な
い
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。

第
七
条
第
三
号
中
「
第
四
十
五
条
第
一
項
第
二
号
」

を
「
第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
号
イ
中
「
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。」

を
「
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
融
点
が
摂
氏
九
百

二
十
五
度
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。」に
改
め
、
同

号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

制
御
弁
に
よ
り
閉
鎖
状
態
と
な
る
管
の
部
分

に
は
、
圧
力
逃
し
弁
を
備
え
、
そ
の
弁
か
ら
の

排
気
が
船
外
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ヘ

管
及
び
関
連
す
る
装
置
は
適
切
に
固
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

第
十
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中

「
ガ
ス
貯
蔵
容
器
」
の
下
に
「
、
管
」
を
加
え
、
同
号

を
同
条
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
同
条

第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

放
出
管
は
、
自
由
通
気
試
験
を
行
う
た
め
の
付

属
の
部
品
を
取
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

炭
酸
ガ
ス
を
消
火
剤
と
し
て
使
用
す
る
固
定
式
鎮

火
性
ガ
ス
消
火
装
置
で
あ
っ
て
、
炭
酸
ガ
ス
を
冷
却

装
置
に
よ
り
液
化
し
、
低
圧
の
状
態
で
貯
蔵
す
る
装

置
を
有
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
装
置
の
制
御
装
置
及
び
冷
却
装
置
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
所
に
貯
蔵
容
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

二

貯
蔵
容
器
に
次
に
掲
げ
る
装
置
等
を
備
え
付
け

て
い
る
こ
と
。

イ

圧
力
計
測
装
置

ロ

容
器
内
の
圧
力
が
圧
力
逃
が
し
弁
の
作
動
圧

力
を
超
え
た
場
合
に
警
報
を
発
す
る
装
置

ハ

容
器
内
の
圧
力
が
一
・
八
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平

方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
と
な
っ
た
場
合
に
警
報

を
発
す
る
装
置

ニ

止
め
弁
が
つ
い
た
液
化
炭
酸
ガ
ス
を
充
て
ん

す
る
た
め
の
管

ホ

放
出
管

ヘ

液
面
表
示
装
置

ト

二
組
の
圧
力
逃
し
弁

三

弁
に
よ
り
閉
鎖
状
態
に
な
り
、
か
つ
、
各
機
器

の
許
容
圧
力
を
超
え
る
圧
力
を
生
じ
る
恐
れ
の
あ

る
管
の
部
分
に
、
圧
力
を
逃
が
す
た
め
の
装
置
を

備
え
付
け
て
い
る
こ
と
。

四

国
際
航
海
に
従
事
す
る
旅
客
船
で
あ
っ
て
旅
客

定
員
が
三
十
六
人
を
超
え
る
も
の
及
び
係
留
船
に

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
中
央
制
御
場
所
（
船
舶

防
火
構
造
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
運
輸
省
令
第
十

一
号
）
第
五
十
六
条
の
中
央
制
御
場
所
を
い
う
。）

に
可
視
可
聴
警
報
を
発
す
る
装
置
を
備
え
付
け
て

い
る
こ
と
。

イ

貯
蔵
容
器
内
の
圧
力
が
圧
力
逃
し
弁
の
作
動

圧
力
を
超
え
た
と
き

ロ

貯
蔵
容
器
内
の
圧
力
が
一
・
八
ニ
ュ
ー
ト
ン

毎
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
と
な
っ
た
と
き

ハ

冷
却
装
置
が
作
動
し
な
い
と
き

ニ

貯
蔵
容
器
内
の
液
位
が
許
容
さ
れ
る
最
低
位

に
達
し
た
と
き

五

国
際
航
海
に
従
事
す
る
旅
客
船
で
あ
っ
て
旅
客

定
員
が
三
十
六
人
を
超
え
る
も
の
及
び
係
留
船
以

外
の
船
舶
に
は
、
前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
場
合
に

可
視
可
聴
警
報
を
発
す
る
装
置
（
船
舶
機
関
規
則

（
昭
和
五
十
九
年
運
輸
省
令
第
二
十
八
号
）
第
九

十
六
条
第
四
号
イ
か
ら
ト
ま
で
に
規
定
す
る
基
準

に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）を
備
え
付
け
て
い
る

こ
と
。

六

当
該
装
置
に
よ
り
複
数
の
区
域
に
炭
酸
ガ
ス
を

放
出
す
る
場
合
に
、
当
該
装
置
の
制
御
装
置
に
よ

り
放
出
量
を
調
整
で
き
る
こ
と
。

第
三
十
二
条
第
二
項
中
第
六
号
を
同
項
第
七
号
と

し
、
同
項
第
五
号
中「（
限
定
近
海
貨
物
船
を
除
く
。）に

前
号
た
だ
し
書
」
を「（
旅
客
定
員
が
三
十
六
人
を
超
え

る
第
一
種
船
及
び
第
二
種
船
（
第
二
種
船
に
あ
っ
て
は

遠
洋
区
域
又
は
近
海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶

（
限
定
近
海
船
を
除
く
。）に
限
る
。）並
び
に
限
定
近
海

貨
物
船
を
除
く
。）に
第
四
号
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

五

旅
客
定
員
が
三
十
六
人
を
超
え
る
第
一
種
船
又

は
第
二
種
船
（
第
二
種
船
に
あ
っ
て
は
遠
洋
区
域

又
は
近
海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
（
限
定

近
海
船
を
除
く
。）に
限
る
。）に
は
、
第
三
号
及
び

第
四
号
の
容
器
に
異
物
が
混
入
す
る
こ
と
な
く
酸

素
又
は
空
気
を
再
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き
る
装

置
で
あ
っ
て
、
次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
の
要

件
に
適
合
す
る
も
の
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

イ

主
電
源
及
び
非
常
電
源
か
ら
給
電
さ
れ
る
も

の
又
は
蓄
電
池
か
ら
給
電
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
一
分
間
に
六
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
四
百
二
十

リ
ッ
ト
ル
以
下
の
容
量
の
酸
素
又
は
空
気
を
圧

縮
で
き
る
こ
と
。

ロ

一
の
自
蔵
式
呼
吸
具
に
つ
き
千
二
百
リ
ッ
ト

ル
以
上
五
万
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
酸
素
又
は
空
気

を
高
圧
で
圧
縮
で
き
る
こ
と
。

第
三
十
四
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

第
一
種
船
及
び
第
二
種
船
（
た
だ
し
、
平
水
区

域
を
航
行
区
域
と
す
る
も
の
を
除
く
。）の
旅
客
室

に
設
置
さ
れ
る
火
災
探
知
装
置
が
感
応
し
た
場
合

に
お
い
て
、
当
該
旅
客
室
に
可
聴
警
報
が
発
せ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
小
型
船
舶
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
六
条

小
型
船
舶
の
基
準
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
四

年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
中
「
船
舶
設
備
規
程
第
九

号
表
の
三
第
五
欄
」
を
「
航
海
用
具
の
基
準
を
定
め
る

告
示
第
一
号
表
」
に
改
め
る
。

（
船
舶
の
防
火
構
造
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改

正
）

第
七
条

船
舶
の
防
火
構
造
の
基
準
を
定
め
る
告
示
（
平

成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
多
層
甲
板
公
室
の
保
護
）

第
五
条
の
二

規
則
第
十
一
条
の
二
の
告
示
で
定
め
る

仕
切
り
は
、
別
表
第
四
に
定
め
る
仕
切
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
旅
客
定
員
が
三
六
人
以
下
の
旅
客
船
に
設

け
る
多
層
甲
板
公
室
は
、
管
海
官
庁
が
適
当
と
認
め

る
仕
切
り
で
形
成
す
る
囲
壁
の
内
部
に
設
け
る
こ
と

と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

戸
の
下
部
に
戸
の
わ
く
を
設
け
な
い
戸
は
、

不
燃
性
の
敷
居
を
戸
の
下
部
に
取
り
つ
け
る
こ

と
。

ヘ

ホ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
下
部
の
隙
間
が
十

二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

第
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
当
該
戸
を
設
け
る
隔
壁

と
同
等
の
耐
火
性
を
有
す
る
不
燃
性
材
料
の
も
の
で
あ

る
こ
と
。」を
「
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。」と
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

当
該
戸
に
設
け
る
隔
壁
と
同
等
の
耐
火
性
を

有
す
る
不
燃
性
材
料
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

戸
の
下
部
に
戸
の
わ
く
を
設
け
な
い
戸
は
、

下
部
の
隙
間
が
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な

い
よ
う
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

第
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
不
燃
性
材
料
」
を
「
鋼

又
は
鋼
と
同
等
の
材
料
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
を
同

項
第
十
一
号
と
し
、同
項
第
八
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、

同
項
第
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八

旅
客
定
員
が
三
六
人
を
超
え
る
旅
客
船
の
主
洗

濯
室
（
大
型
業
務
用
洗
濯
機
等
が
設
置
さ
れ
、
主

と
し
て
船
員
が
業
務
と
し
て
旅
客
室
の
敷
布
等
の

洗
濯
及
び
乾
燥
等
を
行
う
部
屋
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）か
ら
の
排
気
用
の
ダ
ク
ト
は
、
次
に
掲
げ
る

要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

清
掃
の
た
め
容
易
に
取
り
外
す
こ
と
が
で
き

る
フ
ィ
ル
タ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

ロ

ダ
ク
ト
の
下
端
に
自
動
閉
鎖
型
の
防
火
ダ
ン

パ
ー
（
主
洗
濯
室
内
に
お
い
て
遠
隔
で
操
作
で

き
る
も
の
に
限
る
。）が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

九

主
洗
濯
室
内
に
お
い
て
、
送
風
機
を
停
止
す
る

た
め
の
遠
隔
操
作
装
置
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
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